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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期

第１四半期連結
累計期間

第29期
第１四半期連結
累計期間

第28期

会計期間
自 平成29年２月１日
至 平成29年４月30日

自 平成30年２月１日
至 平成30年４月30日

自 平成29年２月１日
至 平成30年１月31日

売上高 （千円） 6,318,649 1,320,589 12,889,002

経常利益 （千円） 1,189,544 25,319 1,750,903

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 709,258 4,838 1,154,493

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 726,967 10,152 1,186,789

純資産額 （千円） 3,565,299 6,129,049 6,474,021

総資産額 （千円） 13,285,915 14,428,395 14,821,720

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 86.95 0.48 132.79

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 26.3 41.9 43.1

　（注）1．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　2．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　3．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用や所得環境の改善により、緩やかな景気回復基調が続い

ているものの、地政学的リスクへの懸念は依然として高く、先行き不透明な状況となっております。

　当社グループが属する分譲マンション業界においては、金融緩和政策による低金利等により、市況は堅調に推移

しておりますが、土地価格や建築コストの上昇の影響を受け、顧客ニーズにマッチする価格での物件開発にはより

一層の企業努力が必要となっております。

　このような事業環境のもと、当社グループは、ファミリーマンション及び資産運用型マンションの販売を継続し

て行うとともに、新規物件の開発に取り組みました。

　この結果、売上高 1,320,589千円（前年同期比79.1％減）、営業利益 29,404千円（前年同期比97.5％減）、経

常利益 25,319千円（前年同期比97.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益 4,838千円（前年同期比99.3％

減）となりました。

　なお、前年同期比の変動は、前第１四半期連結累計期間に物件の完成引渡が集中したためであり、当第１四半期

連結累計期間における物件の完成引渡は計画どおりであります。

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

① ファミリーマンション販売事業

　当第１四半期連結累計期間において完成する物件がなかったため、計画どおり繰越在庫３戸（前年同期は41

戸）を引渡しました。また、当期完成予定物件のうち１棟（グランフォーレ大橋テラス）は販売が完了してお

り、４棟（グランフォーレ諏訪野プレミアム、グランフォーレ大濠西、グランフォーレ南福岡レジデンス、グラ

ンフォーレ西田エムディア）は販売を継続し、順調に契約高を積み上げました。この結果、売上高 126,839千円

（前年同期比95.1％減）、セグメント損失 67,230千円（前年同期はセグメント利益 547,306千円）となりまし

た。

② 資産運用型マンション販売事業

　福岡市で１棟39戸（グランフォーレ高宮プレミア）を完成させ、全戸を引渡したほか、中古物件30戸を引渡

し、合計69戸（前年同期は258戸）を引渡しました。この結果、売上高 1,035,180千円（前年同期比71.0％減）、

セグメント利益 130,594千円（前年同期比81.1％減）となりました。

③ 不動産賃貸管理事業

　資産運用型マンション新規物件の完成に伴い管理戸数は 2,936戸（前年同期は 2,792戸）と伸長し、売上高

101,225千円（前年同期比6.2％減）、セグメント利益 44,097千円（前年同期比4.6％増）となりました。

④ ビルメンテナンス事業

　マンション管理業、保守・点検業等を継続して行い、売上高 43,493千円（前年同期比17.2％増）、セグメント

利益 3,198千円（前年同期比 13.2％減）となりました。

⑤ その他の事業

　不動産売買の仲介業を行い、売上高 13,850千円（前年同期比7.5％増）、セグメント利益 7,527千円（前年同

期比1.7％減）となりました。

（2）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更は

ありません。

（4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年６月12日）

上場金融商品取引所名又は登録

認可金融商品取引業協会名
内容

普通株式 10,368,000 10,368,000
東京証券取引所（市場第一部）

福岡証券取引所
単元株式数100株

計 10,368,000 10,368,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年２月１日～

平成30年４月30日
－ 10,368,000 － 1,562,450 － 1,431,450

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿が確認できないため、記載するこ

とができないことから、直前の基準日（平成30年１月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成30年４月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     211,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  10,153,800 101,538 －

単元未満株式 普通株式       3,000 － －

発行済株式総数 10,368,000 － －

総株主の議決権 － 101,538 －

 

②【自己株式等】

平成30年４月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
 自己名義所有
 株式数（株）

 他人名義所有
 株式数（株）

 所有株式数の
 合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社コーセー

アールイー

福岡市中央区赤坂

１丁目15－30
211,200 － 211,200 2.04

計 － 211,200 － 211,200 2.04

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年２月１日から平

成30年４月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年２月１日から平成30年４月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年１月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年４月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,497,096 2,960,248

売掛金（純額） 6,307 10,229

販売用不動産 278,519 196,620

仕掛販売用不動産 7,081,457 9,371,352

その他 190,504 134,252

流動資産合計 13,053,885 12,672,703

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 670,444 663,776

土地 1,017,561 1,017,561

その他（純額） 7,746 6,698

有形固定資産合計 1,695,752 1,688,036

無形固定資産 5,092 4,178

投資その他の資産 ※１ 66,989 ※１ 63,477

固定資産合計 1,767,834 1,755,691

資産合計 14,821,720 14,428,395

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 43,894 51,385

電子記録債務 79,110 -

短期借入金 3,332,920 3,835,920

1年内返済予定の長期借入金 2,126,004 1,998,036

未払法人税等 418,209 21,464

賞与引当金 15,118 29,191

その他の引当金 46,421 44,166

その他 392,270 380,114

流動負債合計 6,453,947 6,360,277

固定負債   

長期借入金 1,773,801 1,808,788

長期預り敷金 117,291 128,038

その他 2,658 2,243

固定負債合計 1,893,751 1,939,069

負債合計 8,347,699 8,299,346

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,562,450 1,562,450

資本剰余金 1,444,032 1,444,032

利益剰余金 3,387,386 3,057,050

自己株式 △15,117 △15,117

株主資本合計 6,378,751 6,048,416

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 5,255 3,934

その他の包括利益累計額合計 5,255 3,934

非支配株主持分 90,013 76,698

純資産合計 6,474,021 6,129,049

負債純資産合計 14,821,720 14,428,395
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年２月１日
　至　平成29年４月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年２月１日
　至　平成30年４月30日)

売上高 6,318,649 1,320,589

売上原価 4,535,086 874,641

売上総利益 1,783,562 445,948

販売費及び一般管理費 593,461 416,543

営業利益 1,190,101 29,404

営業外収益   

受取家賃 27,792 24,442

受取手数料 13,772 2,699

その他 6,622 5,150

営業外収益合計 48,187 32,293

営業外費用   

支払利息 43,367 32,127

融資手数料 520 690

その他 4,855 3,559

営業外費用合計 48,744 36,378

経常利益 1,189,544 25,319

税金等調整前四半期純利益 1,189,544 25,319

法人税、住民税及び事業税 477,478 17,927

法人税等調整額 △15,523 △4,080

法人税等合計 461,955 13,846

四半期純利益 727,589 11,473

非支配株主に帰属する四半期純利益 18,330 6,634

親会社株主に帰属する四半期純利益 709,258 4,838
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年２月１日
　至　平成29年４月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年２月１日
　至　平成30年４月30日)

四半期純利益 727,589 11,473

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △621 △1,321

その他の包括利益合計 △621 △1,321

四半期包括利益 726,967 10,152

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 708,637 3,517

非支配株主に係る四半期包括利益 18,330 6,634
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成30年１月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成30年４月30日）

投資その他の資産 9,870千円 9,833千円

 

　２. 保証債務

　次の共同企業体の金融機関からの借入に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成30年１月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成30年４月30日）

コーセーアールイー・エムズ共同企業体

（借入債務）
340,800千円

コーセーアールイー・エムズ共同企業体

（借入債務）
340,800千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年２月１日
至 平成29年４月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年２月１日
至 平成30年４月30日）

減価償却費 9,964千円 8,965千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年２月１日　至　平成29年４月30日）

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
1株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年４月27日

定時株主総会
普通株式 203,920千円 50円 平成29年１月31日 平成29年４月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年２月１日　至　平成30年４月30日）

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
1株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年４月26日

定時株主総会
普通株式 335,174千円 33円 平成30年１月31日 平成30年４月27日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年２月１日　至　平成29年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）1

合計
調整額
（注）2

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）3

 
ファミリー
マンション
販売事業

資産運用型
マンション
販売事業

不動産賃貸
管理事業

ビルメンテ
ナンス事業

計

売上高          

(1）外部顧客へ
の売上高 2,595,766 3,564,917 107,960 37,116 6,305,760 12,889 6,318,649 － 6,318,649

(2）セグメント
間の内部売上
高又は振替高

－ － 108 － 108 － 108 △108 －

計 2,595,766 3,564,917 108,068 37,116 6,305,869 12,889 6,318,758 △108 6,318,649

セグメント利益 547,306 692,793 42,157 3,685 1,285,943 7,660 1,293,604 △103,502 1,190,101

（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、仲介業を含んでおります。

　　　2．セグメント利益の調整額△103,502千円には、セグメント間取引消去△108千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△103,394千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

　　　3．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年２月１日　至　平成30年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）1

合計
調整額
（注）2

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）3

 
ファミリー
マンション
販売事業

資産運用型
マンション
販売事業

不動産賃貸
管理事業

ビルメンテ
ナンス事業

計

売上高          

(1）外部顧客へ
の売上高 126,839 1,035,180 101,225 43,493 1,306,739 13,850 1,320,589 － 1,320,589

(2）セグメント
間の内部売上
高又は振替高

－ － 65 1,427 1,493 － 1,493 △1,493 －

計 126,839 1,035,180 101,291 44,920 1,308,232 13,850 1,322,083 △1,493 1,320,589

セグメント利益
又は損失（△）

△67,230 130,594 44,097 3,198 110,660 7,527 118,188 △88,783 29,404

（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、仲介業を含んでおります。

　　　2．セグメント利益又は損失の調整額△88,783千円には、セグメント間取引消去△342千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△88,440千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

　　　3．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

EDINET提出書類

株式会社コーセーアールイー(E04075)

四半期報告書

11/14



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年２月１日
至　平成29年４月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年２月１日
至　平成30年４月30日）

１株当たり四半期純利益金額 86円95銭 0円48銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
709,258 4,838

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額　（千円）
709,258 4,838

普通株式の期中平均株式数（株） 8,156,800 10,156,800

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年６月11日

株式会社コーセーアールイー

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 増村　正之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野澤　啓　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コー

セーアールイーの平成30年２月１日から平成31年１月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年２月

１日から平成30年４月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年２月１日から平成30年４月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コーセーアールイー及び連結子会社の平成30年４月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　1．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　2．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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